
申ネ

魂

命

考

松

下

古示

彦

　
記
紀
の
神
話
に
あ
ら
わ
れ
る
神
魂
命
（
神
皇
産
霊
尊
）
は
、
そ
の
ほ
か
『
出

雲
国
風
土
記
』
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
も
そ
の
名
を
見
せ
、
単
な
る
神
話
中
の
単

一
な

存
在
で
は
な

い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　
以
下
、
上
代
の
主
な
典
籍
に
あ
た
り
な
が
ら
、
神
魂
命
と
い
う
存
在
に
つ
い

て
考
え
を

進
め

て
行
き
た
い
。

『
古
事
記
」
に
お
け
る
神
魂
命

　
イ
　
天
地
初
発
之
時
、
於
高
天
原
成
神
名
、
天
之
御
中
主
神
。
次
高
御
産
巣

　
　
日
神
。
次
神
産
巣
日
神
。
此
三
柱
神
者
、
並
独
神
成
坐
而
、
隠
身
也
。

　
右

は
、
『
古
事
記
』
冒
頭
の
文
章
で
、
神
産
巣
日
神
は
、
高
天
原
で
成
り
ま

せ

る
最
初
の
三
神
の
三
番
目
、
独
り
神
の
ま
ま
身
を
隠
し
て
し
ま
っ
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。

　
次

に
、
須
佐
之
男
命
と
関
連
し
て
現
わ
れ
る
。
ー
速
須
佐
之
男
命
が
大
気

津
比
売
に
食
物
を
求
め
た
と
こ
ろ
が
、
比
売
は
、
鼻
・
口
・
尻
か
ら
い
ろ
い
ろ

な

食
料
を

取
り
出
し
て
料
理
し
て
奉
っ
た
。
そ
の
様
子
を
か
い
ま
見
た
速
須
佐

之
男
命
は
、
食
物
を
け
が
し
て
進
上
し
た
と
怒
り
、
比
売
を
殺
し
た
。
殺
さ
れ

た

比
売
神
の
体
に
、
頭
に
は
蚕
、
二
つ
の
目
に
は
稲
種
、
二
つ
の
耳
に
は
粟
、

鼻
に
小
豆
、
陰
に
麦
、
尻
に
大
豆
が
生
じ
た
。

　
ロ
　
故
是
神
産
巣
日
御
祖
命
、
令
取
弦
、
成
種
。

　
こ
こ
で
は
、
大
気
津
比
売
と
神
産
巣
日
御
祖
命
が
食
物
を
つ
か
さ
ど
る
神
の

よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
。

　
神
産
巣
日
命
は
、
次
に
、
大
穴
牟
遅
神
の
受
難
と
関
連
し
て
現
わ
れ
る
。

1
八
十
神
と
大
穴
牟
遅
神
は
稲
羽
（
因
幡
）
の
八
上
比
売
（
八
上
は
、
鳥
取

県
八
頭
郡
の

北
部
に
あ
る
）
を
婚
い
に
出
か
け
た
。
八
上
比
売
が
大
穴
牟
遅
神

を

選
ん
だ
の

で
、
八
十
神
は
怒
っ
て
、
伯
伎
国
の
手
間
山
本
で
大
穴
牟
遅
神
に

焼
石
を
抱
え
さ
せ
て
焼
き
殺
し
た
。

　
ハ
　
爾
其
御
祖
命
、
実
患
而
、
参
上
干
天
、
請
神
産
巣
日
之
命
時
、
乃
遣
蟹

　
　
貝
比
売
与
蛤
貝
比
売
、
令
作
活
。
爾
蟹
貝
比
売
岐
佐
宜
集
而
、
蛤
貝
比
売
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待
承
而
、
塗
母
乳
汁
者
、
成
麗
壮
夫
而
出
遊
行
。

　
神
産
巣
日
命
が
天
に
い
た
こ
と
、
大
穴
牟
遅
神
の
御
祖
命
に
頼
ま
れ
て
蚕
貝

比
売
と
蛤
貝
比
売
を
派
遣
し
て
大
穴
牟
遅
神
を
生
き
か
え
ら
せ
た
こ
と
を
述
べ

て
い

る
。
貝
の
比
売
を
派
遣
し
た
こ
と
は
、
こ
の
神
と
海
と
の
関
連
を
思
わ
せ

る
。　

つ
づ
い
て
、
大
穴
牟
遅
神
は
、
八
十
神
の
た
め
に
大
木
に
は
さ
ま
れ
て
死
ぬ

が
、
「
爾
亦
其
御
祖
命
、
実
乍
求
者
、
得
見
、
即
折
其
木
而
取
出
活
」
と
あ
る

の

み

で
、
前
回
と
同
様
神
産
巣
日
之
命
に
頼
ん
で
活
き
帰
ら
せ
た
か
ど
う
か
、

右
の
略
記
で
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。

　
大
穴
牟
遅
神
は
、
危
険
を
避
け
て
木
国
（
紀
伊
国
）
の
大
屋
毘
古
神
の
も
と

へ
逃
げ
た

が
、
そ
こ
へ
も
八
十
神
が
攻
め
て
き
た
の
で
、
須
佐
能
男
命
の
い
る

根
堅
州
国
へ
向
か
っ
た
（
神
魂
命
と
紀
伊
国
造
と
関
連
の
あ
る
こ
と
が
「
国
造

本
紀
」
に
し
る
し
て
あ
る
）
。

　
次
に
表
わ
れ
る
の
は
、
大
国
主
神
の
国
作
り
の
話
で
あ
る
。
1
大
国
主
神

が
出
雲
の
御
大
之
前
（
島
根
半
島
の
東
端
に
あ
る
美
保
関
）
に
い
た
と
き
、
天

の

羅
摩
の
舟
に
乗
り
、
鵡
の
皮
を
丸
は
ぎ
に
し
て
着
た
小
さ
い
神
が
波
間
か
ら

近
づ
い

た
。
そ
の
神
に
つ
い
て
久
延
毘
古
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

　
二
　
答
白
此
者
神
産
巣
日
神
之
御
子
、
少
名
毘
古
那
神
。
故
爾
白
上
於
神
産

　
　
巣
日
御
祖
命
者
、
答
告
、
此
者
実
我
子
也
。
於
子
之
申
、
自
我
手
俣
久
岐

　
　
斯
子
也
。
故
、
与
汝
葦
原
色
許
男
命
、
為
兄
弟
而
、
作
堅
其
国
。
故
、
自

　
　
爾
大
穴
牟
遅
与
少
名
毘
古
那
、
二
柱
神
相
並
、
作
堅
此
国
。

　
こ
の
話
は
、
大
国
主
神
、
葦
原
色
許
男
命
・
大
穴
牟
遅
の
三
つ
の
名
が
同
一
の

神
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
神
産
巣
日

御
祖
命
が
少
毘
古
那
を

我
が
子
と
認
め
た
こ
と
、
少
毘
古
那
神
が
海
か
ら
渡
来

し
た
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
（
大
穴
牟
遅
と
少
名
毘
古
那
の
国
作
り
は
、

記
紀
の
ほ
か
、
「
万
葉
集
』
と
各
『
風
土
記
」
に
も
見
え
て
い
る
）
。
な
お
、
少

名
毘
古
那
神
は
、
後
に
常
世
国
へ
去
っ
た
。

　

『
古
事
記
」
に
神
産
巣
日
御
祖
命
の
名
が
出
る
最
後
の
場
は
、
国
譲
り
で
あ

る
。
ー
大
国
主
神
が
国
譲
り
を
承
知
し
た
あ
と
、
高
天
原
の
使
者
で
あ
る
二

神
を
接
待
し
た
櫛
八
玉
神
が
次
の
言
葉
を
と
な
え
て
い
る
。

　
ホ
　
是
我
所
燧
火
者
、
於
高
天
原
者
、
神
産
巣
日
御
祖
命
之
、
登
陀
流
天
之

　
　
新
巣
之
凝
姻
之
、
八
拳
垂
摩
己
焼
挙
、
地
下
者
、
於
底
津
石
根
焼
凝
而
、

　
　
（
以
下
略
）

　
神
産
巣
日
御
祖
命
の
新
し
い
宮
が
高
天
原
に
あ
る
こ
と
（
ハ
で
は
、
天
に
い

る
）
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
の

五
例
か
ら
、
こ
の
神
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は
、
左
の
諸
項
で
あ

る
。　

1
　
天
地
初
発
の
時
に
高
天
原
で
成
り
ま
せ
る
三
神
の
三
番
目
で
、
独
り
神

　
　
の
ま
ま
、
身
を
隠
し
た
。
（
イ
）

　
2
　
蚕
・
稲
・
粟
・
小
豆
・
麦
・
大
豆
の
種
を
取
っ
（
て
民
に
与
え
）
た
。

　
　
（
ロ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
3
　
天
、
ま
た
は
、
高
天
原
に
い
た
。
（
ハ
・
ホ
）

　
4
　
貝
の
汁
で
ヤ
ケ
ド
を
な
お
し
た
。
海
と
関
連
が
あ
る
。
（
ハ
）

　
5
　
大
穴
牟
遅
と
組
ん
で
国
作
り
を
し
た
少
名
毘
古
那
神
は
、
こ
の
神
の
御

　
　
子
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
神
は
船
で
出
雲
に
渡
来
し
、
後
に
常
世
国
へ

　
　
去
つ
光
。
（
二
）
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、

　
6
　
須
佐
之
男
命
・
大
気
津
比
売
と
同
世
代
、
大
穴
牟
遅
神
・
少
名
毘
古
那

　
　
神
よ
り
一
世
代
前
。

　
7
　
『
古
事
記
』
に
お
け
る
神
魂
命
の
表
記
は
、
神
産
巣
日
神
・
神
産
巣
日

　
　
御
祖
命
・
神
産
巣
日
之
命
。

　
　
　
　
二
　
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
神
魂
命

　
「
古
事
記
」
の
五
出
に
対
し
て
、
「
日
本
書
紀
』
に
は
、
二
か
所
に
そ
の
名
が

出
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
へ
　
一
書
日
。
天
地
初
判
。
始
有
倶
生
之
神
。
号
国
常
立
尊
。
次
国
狭
槌

　
　
尊
。
又
日
。
高
天
原
所
生
神
名
。
日
天
御
中
主
尊
。
次
高
皇
産
霊
尊
。
次

　
　
神
皇
産
霊
尊
。
皇
産
霊
。
此
云
美
武
須
砒
。

　
こ

れ
は
、
イ
と
同
種
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
ト
　
一
云
。
神
「
高
」
皇
産
霊
尊
之
女
拷
幡
千
幡
姫
生
児
火
現
現
杵
尊
。

　

「
高
」
を
行
字
と
見
れ
ば
、
神
皇
産
霊
尊
と
な
り
、
天
孫
の
母
の
親
と
い
う

こ

と
に
な
る
。
な
お
、
『
日
本
書
紀
」
の
本
文
で
は
、
「
天
照
太
神
之
子
。
正
哉

吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊
。
要
高
皇
産
霊
尊
之
女
拷
幡
千
千
姫
。
生
天
津
彦
彦

火
現
現
杵
尊
」
と
あ
る
。

　

『
古
事
記
」
の
ロ
バ
ニ
ホ
に
照
応
す
る
話
を
『
日
本
書
紀
」
に
さ
が
し
て
み

る
と
、

　
ロ

の
大
気
津
比
売
に
あ
た
る
保
食
神
を
殺
し
た
の
は
月
夜
見
尊
で
、
保
食
神

の
体
か
ら
蚕
・
稲
な
ど
を
採
っ
て
天
照
大
神
に
奉
っ
た
の
は
天
熊
人
で
あ
る
。

（
一書
）

　

ハ
に
あ
た
る
話
は
な
い
。

　
二
の
少
彦
名
命
は
高
皇
産
霊
尊
の
子
と
な
っ
て
い
る
。
（
一
書
）

　
ホ
に
あ
た
る
話
は
な
い
。

　
以
上

『
日
本
書
紀
」
に
お
け
る
神
皇
産
霊
尊
を
見
る
と
、
『
古
事
記
』
に
く
、

ら
べ
て
影
の
う
す
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ト
の
一
書
と
本
文
、
ニ
ー
共
に
高
皇
産
霊
尊
と
入
れ
か
わ
っ
て
い
る
こ
と

も
注
目
さ
れ
る
。

　
そ

し
て
、
右
を
左
の
二
項
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
8
　
『
日
本
書
紀
」
は
、
神
魂
命
を
『
古
事
記
』
ほ
ど
重
ん
じ
て
い
な
い
。

　
9
　
「
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
神
魂
命
の
表
記
は
、
神
皇
産
霊
尊
。

　
　
　
　
三
　
『
風
土
記
」
に
お
け
る
神
魂
命

　
神
魂
命
は
、
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
そ
の
名
が
見
え
て
い
る
。

　
チ
　
佐
太
大
神
所
生
也
　
御
祖
神
魂
命
御
子
支
佐
加
比
売
命
　
闇
岩
屋
哉

　
　
詔
　
金
弓
以
射
給
時
　
光
加
加
明
也
（
嶋
根
郡
加
賀
郷
）

　
リ
　
所
謂
佐
太
大
神
所
産
坐
也
　
産
坐
臨
時
　
弓
箭
亡
坐
　
爾
時
　
御
祖
神

　
　
魂
命
御
子
　
枳
佐
加
比
売
命
願
（
中
略
）
即
　
御
祖
支
佐
加
比
売
命
社

　
　
坐
此
処
　
今
人
　
是
窟
辺
行
時
　
必
声
務
礒
而
行
　
若
密
行
者
　
神
現
而

　
　
　
瓢
風
起
　
行
船
者
必
覆
（
嶋
根
郡
加
賀
神
崎
）

　
こ
の
支
佐
加
比
売
命
は
、
「
古
事
記
」
で
蛤
貝
比
売
と
共
に
大
穴
牟
遅
神
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
さ
が
い

ヤ

ケ
ド
を
な
お
し
て
生
き
か
え
ら
せ
た
蛍
貝
比
売
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
強
風
を

起
こ
し
て
船
を
く
つ
が
え
す
、
と
い
う
の
は
、
海
神
の
資
質
を
う
か
が
わ
せ

る
。

　
ま
た
、
支
佐
加
比
売
の
子
佐
太
大
神
は
、
神
魂
命
の
孫
に
な
る
。
『
出
雲
国
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風
土
記
』
で
「
大
神
」
と
尊
ば
れ
る
の
は
、
所
造
天
下
大
神
大
穴
持
命
・
熊
野

大
神
・
野
城
大
神
と
佐
太
大
神
1
わ
ず
か
、
四
つ
し
か
な
い
。
国
引
き
で
島

根
半
島
を
作
っ
た
八
束
水
臣
津
野
命
、
こ
の
国
に
御
魂
を
鎮
め
た
須
佐
能
衰
命

に
も
、
大
神
の
称
は
用
い
て
い
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

ヌ
か
神
魂
命
御
子
　
八
尋
鉾
長
依
日
子
命
詔
　
吾
御
子
　
平
明
不
憤
（
嶋
根

　
　
郡
生
馬
郷
）

㌧

ル
　
神
魂
命
御
子
　
宇
武
加
比
売
命
法
吉
鳥
化
而
飛
度
静
坐
此
処
（
嶋

　
　
根
郡
法
吉
郷
）

　

ヲ
　
所
以
号
楯
縫
者
　
神
魂
命
詔
　
五
十
足
天
日
栖
宮
之
縦
横
御
量
　
千
尋

　
　
拷
縄
持
而
　
百
結
結
　
八
十
結
結
下
而
　
此
天
御
量
持
而
　
所
造
天
下
大

　
　
神
之
宮
造
奉
詔
而
　
御
子
天
御
鳥
命
楯
部
為
而
．
天
下
給
之
（
楯
縫
郡
）

　
ワ
　
神
魂
命
御
子
　
天
津
枳
比
佐
可
美
高
日
子
命
御
名
　
又
云
薦
枕
志
都
沼

　
　
値
之
　
此
神
郷
中
坐
（
出
雲
郡
漆
沼
郷
）

　
カ
　
所
造
天
下
大
神
命
　
誇
坐
神
魂
命
御
子
　
綾
門
日
女
命
　
爾
時
　
女
神

　
　
不
肯
　
逃
隠
之
時
　
大
神
伺
求
給
所
　
是
則
此
郷
也
（
出
雲
郡
宇
賀
郷
）

　
ヨ
　
神
魂
命
御
子
　
真
玉
著
玉
之
邑
日
女
命
坐
之
　
爾
時
゜
所
造
天
下
大
神

　
　
大
穴
持
命
　
婆
給
而
　
毎
朝
通
坐
（
神
門
郡
朝
山
郷
）

　
以
上
、
『
出
雲
国
風
土
記
」
に
見
ら
れ
る
神
魂
命
に
つ
い
て
の
記
事
を
列
挙

し
て
み
た
が
、
主
と
し
て
左
の
諸
項
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
1
0
　
神
魂
命
自
身
の
働
き
は
、
わ
ず
か
に
、
御
子
天
御
鳥
命
に
天
下
ら
せ
て

　
　
所
造
天
下
大
神
（
大
穴
持
命
）
の
宮
を
宏
壮
に
造
る
よ
う
に
命
じ
た
に
と

　
　
ど
ま
る
。
（
ヲ
）

　
1
1
　
神
魂
命
の
御
子
は
、
男
神
三
・
女
神
四
。
こ
の
内
、
支
佐
加
比
売
命
は

　
佐
太
大
神
を
生
み
、
縫
門
日
女
命
と
真
玉
著
玉
之
邑
日
女
命
は
大
穴
持
命

　
の

つ
ま
ど
い
を
受
け
た
（
チ
・
リ
・
カ
・
ヨ
）

12

御

子
の
名
に
、
天
・
天
津
を
冠
す
る
も
の
が
あ
る
。
（
ヲ
・
ワ
）

13

　
御
子
の

名
に
、
八
尋
柞
長
依
日
子
命
・
天
津
枳
比
佐
可
美
高
日
子
命

　

（
薦
枕
志
都
沼
値
）
・
真
玉
著
玉
之
邑
日
女
命
の
よ
う
に
美
称
を
冠
し
た

　
も
の
が
あ
る
。
（
ヌ
・
ワ
・
ヨ
）

14

　
神
魂
命
の
御
子
た
ち
の
分
布
を
見
る
と
、
主
と
し
て
島
根
半
島
と
出
雲

　
国
西
部
の
海
辺
・
水
辺
の
郷
に
名
を
と
ど
め
て
い
る
。
（
チ
ー
ヨ
）

15

　
御
子
の

支
佐
加
比
売
命
は

キ
サ
貝
、
宇
武
加
比
売
命
は
ウ
ム
貝
（
蛤
）

　
と
音
が
近
く
、
「
古
事
記
」
で
神
産
巣
日
之
命
か
ら
派
遣
さ
れ
て
大
穴
牟

　
遅
神
を
生
き
か
え
ら
せ
た
蟹
貝
比
売
と
蛤
貝
比
売
と
に
通
じ
る
と
見
ら

　
れ
、
海
辺
に
縁
が
あ
る
。
（
チ
・
リ
・
ル
と
一
の
ハ
）
ー
そ
し
て
、
出
雲

　
と
伯
伎
（
書
）
の
手
間
山
本
と
は
、
地
域
的
に
も
隣
接
し
て
い
る
。

16

　
御
子
に
、
出
雲
へ
天
下
っ
た
天
御
鳥
命
が
あ
り
（
ヲ
）
、
宇
武
加
比

　
売
命
は

法
吉
鳥
と
な
っ
て
飛
び
わ
た
っ
た
（
ル
）
。
共
に
、
鳥
に
縁
が
あ

　
る
。
『
古
事
記
」
で
は
、
高
天
原
か
ら
国
譲
り
の
交
渉
に
建
御
雷
神
と
天

　
鳥
船
神
が
出
雲
の
伊
那
佐
の
小
浜
へ
派
遣
さ
れ
た
が
、
こ
の
天
鳥
船
神

　
は
、
船
を
つ
か
さ
ど
る
神
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
神
魂
命
の
御
子
た
ち

　
が
鳥
に
縁
が
あ
る
の
は
、
船
（
航
海
）
に
縁
の
あ
る
こ
と
を
示
す
可
能
性

　
が
あ
る
。

17

　
支
佐
加
比
売
命
は
、
海
神
の
資
質
が
あ
る
。
（
リ
）

18
　
『
出
雲
国
風
土
記
」
に
お
け
る
神
魂
命
の
表
記
は
、
神
魂
命
。
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四
　
『
国
造
本
紀
』
に
お
け
る
神
魂
命

　

『
国
造
本
紀
』
は
、
『
旧
事
本
紀
』
の
中
の
一
巻
で
あ
る
。

　
『
旧
事
本
紀
』
は
、
聖
徳
太
子
と
蘇
我
馬
子
の
撰
と
称
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は

信
じ
が
た
い
。
し
か
し
、
他
書
に
残
っ
て
い
な
い
上
代
の
資
料
を
う
か
が
い

知
る
参
考
に
用
い
る
こ
と
が
可
能
な
部
分
も
あ
る
。
そ
し
て
、
『
国
造
本
紀
』

は
、
国
造
数
・
内
容
な
ど
か
ら
見
て
、
か
な
り
信
用
度
の
高
い
参
考
資
料
と
思

わ
れ
る
。

　

『
国
造
本
紀
』
で
、
神
魂
命
を
租
と
す
る
国
造
が
七
つ
あ
る
。

　
タ
　
大
伯
国
造
　
軽
島
豊
明
朝
御
世
。
以
神
魂
命
七
世
孫
。
佐
紀
足
尼
。
定

　
　
賜
国
造
。

　
レ
　
吉
備
中
県
国
造
　
瑞
籠
朝
御
世
。
以
神
魂
命
十
世
孫
明
石
彦
。
定
賜
国

　
　
造
。

　

ソ
　
阿
武
国
造
纒
向
日
代
朝
御
世
。
以
神
魂
命
十
世
孫
味
波
波
命
。
定
賜

　
　
国
造
。

　

ツ
紀
伊
国
造
橿
原
朝
御
世
。
以
神
皇
産
霊
命
五
世
孫
。
天
道
根
命
。
定

　
　
賜
国
造
。

　
ネ
　
淡
路
国
造
　
難
波
高
津
朝
御
世
。
以
神
皇
産
霊
尊
九
世
孫
。
矢
口
足
尼
。

　
　
定
賜
国
造
。

　
ナ
　
久
味
国
造
　
軽
島
豊
明
朝
御
世
。
以
神
魂
尊
十
三
世
孫
。
伊
与
主
命
。

　
　
定
賜
国
造
。

　
ラ
　
天
草
国
造
　
志
賀
高
穴
穂
朝
御
世
。
以
神
魂
命
十
三
世
孫
。
建
島
松
命
。

　
　
定
賜
国
造
。

　
タ
と
ナ
は
、
軽
島
豊
明
朝
御
世
（
応
神
天
皇
）
に
神
魂
命
の
七
世
孫
（
タ
）

と
十
三
世
孫
（
ナ
）
が
そ
れ
ぞ
れ
大
伯
と
久
味
の
国
造
と
定
め
ら
れ
た
と
記
し

て
い

る
。
口
伝
・
聞
き
伝
え
に
よ
る
誤
り
か
、
後
世
の
こ
じ
つ
け
と
思
わ
れ
る

が
、
と
も
か
く
、
こ
の
七
つ
の
国
造
の
祖
を
神
魂
命
と
す
る
理
由
の
あ
っ
た
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
。

　
右
の

七
つ
の

国
を
、
今
の
行
政
区
分
で
そ
の
位
置
を
求
め
る
と
、

ヤクオノヰウム

天久淡紀阿
草味路伊武

大
伯
　
岡
山
県
邑
久
郡

吉
備
中
県
　
岡
山
県
井
原
市

　
ノ
は
紀
伊
水
道
の
東
岸
、

接
し
て
い
る
。

る
。　

神
魂
命
の
末
と
称
す
る
国
造
が
、
紀
伊
国
を
東
の
堺
と
し
て
、
西
方
の
海
沿

い
に

点
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
神
魂
命
を
祭
る
氏
族
が
航
海
に
た
け
た
海
上
勢

力
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

　
右
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、

　
1
9
　
神
魂
命
を
祖
と
称
す
る
国
造
の
分
布
は
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
を
主
と
し
、

　
　
日
本
海
岸
・
九
州
の
天
草
に
も
点
在
し
て
い
る
。

山
口
県
阿
武
郡

和
歌
山
県
北
部

兵
庫
県
の
淡
路
島

愛
媛
県
伊
予
郡
北
部
・
松
山
市
南
部

熊
本
県
天
草
郡

　
　
　
　
　
ム
ウ
オ
ク
は
瀬
戸
内
海
に
面
し
、
ヰ
は
日
本
海
に

ヤ
は

離
れ
て
九
州
西
部
に

あ
る
が
、
こ
れ
も
海
に
囲
ま
れ
て
い
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五
　
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
お
け
る
神
魂
命

平
安
初
期
成
立
の

た
姓
氏
が
あ
る
。

列
記
す
れ
ば
、

　
　
左
京
神
別
天
神

右
京
神
別
天
神

右
京
神
別
天
孫

『
新
撰
姓
氏
録
』
に
、
神
魂
命
を
祖
と
す
る
と
し
る
さ
れ

山
城
国
神
別
天
神

県
犬
養
宿
禰

大
椋
置
始
連

竹
田
連

間
人
宿
禰

爪
工
連

多
米
連

三
島
宿
禰

天
語
連

久
米
直

屋
連

多
米
宿
禰

波
多
門
部
造

若
倭
部
連

滋
野
宿
禰

大
村
直

大
家
首

今
木
連

賀
茂
県
主

大
和
国
神
別
天
神

摂
津
国
神
別
天
神

河
内
国
神
別
天
神

和
泉
国
神
別
天
神

鴨
県
主

矢
田
部

丈
部

西
泥
土
部

祝
部

税
部

委
文
宿
禰

田
辺
宿
禰

多
米
宿
禰

多
米
連

犬
養

目
色
部
真
時

多
米
連

城
原

紀
直

大
村
直
田
連

爪
工
連

物
部
連

和
山
守
首

和
田
連

高
家
首

大
庭
造

神
直

・
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紀
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
村
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
瀬
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
尻
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野

右
の
ほ

か
、
未
定
雑
姓
に
、
工
首
（
和
泉
国
）
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
神
別
天
神
の
末
尾
に
近
く
置
か
れ
、
天
孫
の
部
に
含
ま
れ
た
も

の
が
三
つ
あ
る
。
1
例
外
な
く
神
別
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

　
右
か
ら
、
左
の
諸
項
が
引
き
出
せ
る
。

　
2
0
　
紀
直
の
祖
を
神
魂
命
と
す
る
の
は
、
『
国
造
本
紀
』
の
紀
伊
国
造
の
祖

　
　
と
一
致
す
る
。

　
2
1
　
鴨
県
主
の
祖
に
天
八
腿
烏
（
神
魂
命
孫
建
津
之
身
命
）
が
あ
る
と
し
る

　
　
さ
れ
て
い
る
。
神
日
本
磐
余
彦
天
皇
（
詮
神
武
）
の
道
案
内
を
し
た
功
臣

　
　
の
末
が
、
鴨
県
主
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
建
津
之
身
命
は
、
逸
文
「
山
城

　
　
国
風
土
記
』
の
「
賀
茂
社
」
に
賀
茂
建
角
身
命
と
あ
る
の
と
通
じ
る
。
賀

　
　
茂
御
祖
神
社
（
下
鴨
社
）
の
祭
神
で
あ
る
。

　
2
2
　
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
お
け
る
神
魂
命
の
表
記
は
、
神
魂
命
と
神
御
魂
命

　
　

（
一
例
の
み
）
で
あ
る
。

六
　
『
和
名
類
聚
抄
』
に
お
け
る
賀
茂

　
神
魂
命
の
末
建
津
之
身
命
（
賀
茂
建
角
身
命
）
が
山
城
国
の
賀
茂
御
祖
神
社

の

祭
神
と
し
て
祭
ら
れ
、
そ
の
地
が
賀
茂
と
呼
ば
れ
る
こ
と
か
ら
、
『
和
名
類

聚
抄
」
、
に
お
け
る
〃
賀
茂
”
の
分
布
を
調
べ
て
み
る
。

　
「
和
名
類
聚
抄
』
は
、
十
世
紀
前
半
の
成
立
と
見
ら
れ
る
。
上
代
か
ら
時
の

へ
だ
た

り
は
あ
る
が
、
大
き
な
社
会
変
動
を
経
て
い
な
い
の
で
、
一
応
の
参
考

に

供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

賀
茂
郷
の
あ
る
国
と
郡
を
あ
げ
る
と
、

　
　
山
城
・
愛
宕

　
　

〃

　
・
相
楽

　
　
参
河
・
賀
茂

　
　

〃
　
・
宝
飯

　
　
〃

・

設
楽
．

　
　
伊
豆
・
賀
茂

　
　
安
房
・
長
狭

美
濃
・
賀
茂
（
賀
茂
郷
は
な
い
が
賀
茂
駅
あ
り
）

越
前
・
丹
生

佐
渡
・
賀
茂

丹
波
・
氷
上

出
雲
・
能
義

隠
岐
・
周
吉

播
磨
・
賀
茂

美
作
・
勝
田

〃

　
・
苫
東

〃
　
・
久
米

備
前
・
津
高

〃

　
・
児
嶋

・
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安
芸
・
賀
茂

　
　

〃
　
・
山
県

　
　
紀
伊
・
伊
都

　
　
淡
路
・
津
名

　
　
阿
波
・
名
東

　
　
伊
与
・
新
居

　
出
雲
国
能
義
郡
賀
茂
郷
は
、
『
出
雲
国
風
土
記
』
意
宇
郡
賀
茂
神
戸
の
条
に

よ
る
と
、
大
和
国
の
葛
城
賀
茂
社
の
神
戸
が
あ
る
の
で
鴨
と
い
う
と
し
る
し
て

あ
る
。
右
の
表
の
中
に
、
葛
城
賀
茂
社
（
祭
神
は
大
穴
持
命
の
御
子
阿
遅
須
枳

高

日
子
命
）
の
系
列
も
ま
じ
っ
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
分
布
は
、

「
国
造
本
紀
」
に
お
け
る
神
魂
命
の
末
が
任
命
さ
れ
た
国
々
の
東
部
を
含
ん
で

更
に
東
進
し
、
か
な
り
山
間
部
へ
も
広
ま
っ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。

　
神
魂
命
系
の
氏
族
が
、
「
国
造
本
紀
」
の
分
布
か
ら
、
そ
の
西
部
を
失
い
つ

つ
東
方
と
山
間
部
へ
勢
力
を
の
ば
し
て
行
っ
た
と
い
う
見
方
が
可
能
に
な
っ
て

く
る
。

七
　
神
魂
命
と
高
魂
命

　
神
魂
命
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
を
高
魂
命
と
配
し
て
女
神
と
み
る
見
方
も
行
わ

れ
て
い
る
。

　
国
作
り
の
少
名
毘
古
那
神
（
少
彦
名
命
）
を
、
『
古
事
記
」
は
神
産
巣
日
神

の

子
と
し
（
二
）
、
『
日
本
書
紀
』
は
高
皇
産
霊
尊
の
子
と
し
（
ト
）
て
い
る
が
、

こ
の
二
神
が
男
女
の
神
と
す
れ
ば
、
矛
盾
が
な
く
な
る
。

　
し
か
し
、
「
古
事
記
』
の
〃
独
り
神
の
ま
ま
身
を
隠
し
た
（
イ
）
”
と
矛
盾
す

る
。

　

ま
た
、
『
国
造
本
紀
』
に
、
神
魂
命
の
末
と
称
す
る
国
造
が
七
つ
あ
る
の
に

対
し
て
、
高
魂
命
の
末
と
称
す
る
国
造
が
粟
（
阿
波
）
と
宇
佐
と
二
つ
あ
り
、

系
統
の
違
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
『
新
撰
姓
氏
録
」
に
も
、
高
魂
命
（
高
皇
産
霊
尊
・
高
御
魂
命
・
高

御
牟
須
比
乃
命
・
高
媚
牟
須
比
命
・
高
弥
牟
須
比
命
）
の
末
と
称
す
る
姓
氏
が

’
あ
り
、
主
な
も
の
に
“
神
別
天
神
”
の
大
伴
宿
禰
・
佐
伯
宿
禰
・
弓
削
宿
禰
・

斎
部
宿
禰
・
高
志
連
・
葛
木
直
な
ど
が
あ
る
。
神
魂
系
と
共
通
す
る
の
は
久
米

直
一
つ
で
、
他
に
混
同
が
見
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　

参
考

　
　

左
京

神
別
　
天
神
久
米
直

　
　
　

高
御
魂
命
八
世
孫
味
耳
命
之
後
也

　
　

右
京
神
別
　
天
神
久
米
直

　
　
　

神
魂
命
八
世
孫
味
日
命
之
後
也

　

味
耳
命
と
味
日
命
は
同
一
の
神
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
混
同
は
、
そ
の
八

世
の
祖
に
さ
か
の
ぼ
る
部
分
で
の
あ
い
ま
い
さ
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
葛
城
直
の
祖
は
剣
根
命
で
、
「
神
武
紀
」
お
よ
び
『
国
造
本
紀
』
に

よ
れ
ば
、
初
代
の
葛
城
国
造
で
あ
る
。

　

神
魂
命
と
高
魂
命
と
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
高
天
原
に
在
る
神
で
、
地
上
に

天
降
っ
た
話
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

子
・
末
と
い
う
考
え
方
に
は
、
そ
の
神
を
奉
ず
る
氏
族
と
い
う
考
え
方
と
、

血
縁
の

続
く
子
孫
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
そ
し
て
、
共
に
、
西
部
日
本
の
中

央
か
ら
北
側
に
わ
た
る
地
域
に
近
い
海
外
を
そ
の
本
拠
と
み
る
こ
と
が
可
能
に
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な
っ
て
く
る
。

　
記
紀
に
よ
れ
ば
、
大
和
の
三
輪
山
の
大
物
主
神
も
出
雲
の
海
に
現
れ
て
、
大

和
へ
移
っ
た
と
し
る
し
て
あ
る
。
こ
の
神
は
地
祇
で
あ
る
が
、
天
神
の
少
名
毘

古
那
神
も
、
海
か
ら
来
て
海
外
へ
去
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
須
佐
之
男
命
を
は

じ
め
海
外
と
の
交
流
を
示
す
話
を
伴
う
神
が
幾
例
か
見
ら
れ
る
。
．

　
こ

れ
は
、
日
本
文
化
の
源
を
さ
ぐ
る
貴
重
な
手
が
か
り
で
あ
る
。

八

　
神
魂
命

以
上
を

通
観
し
て
、
主
な
も
の
を
列
挙
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

a
　
神
魂
命
は
高
天
原
の
神
で
あ
り
、
そ
の
末
は
『
新
撰
姓
氏
録
』
で
神
別

　
　
天
神
の
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
天
神
の
部
で
は
低
く
扱
わ
れ
て
い

る
。
（
1
3
1
2
）

b
　
神
魂
命
は
、
大
気
津
比
売
・
少
名
毘
古
那
神
な
ど
を
通
じ
て
、
生
産
・

　
　
国
作
り
と
か
か
わ
り
の
あ
る
神
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
そ
れ
は
神
産

　
　
巣
日
神
（
イ
）
神
皇
産
霊
尊
（
ヘ
ト
）
と
い
う
表
記
か
ら
も
わ
か
る
。

　
　

（

2
5
7
9
）

　
c
　
神
魂
命
は
、
海
・
航
海
と
関
連
が
あ
り
、
西
日
本
の
北
辺
に
近
い
海
外

　
　

に
、
こ
の
神
を
奉
じ
る
地
域
の
本
拠
が
あ
っ
た
と
い
う
見
方
が
出
て
く

　
　
る
。
（
4
1
0
1
4
1
5
1
6
1
7
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
教
授
）

上
代

文
学
に
お
け
る
蛇
に
つ
い
て

源

律

子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　

『
倭
名
類
聚
抄
』
に
「
蛇
は
和
名
倍
美
、
一
に
い
は
く
久
知
奈
波
、
日
本
紀

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

の

私
記
に

い

は
く
乎
呂
知
」
と
あ
り
、
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
』
上
代
編
に
も

「
上
代
に

ヘ
ビ

の

形
の
例
は
見
え
な
い
。
類
義
語
と
し
て
ヲ
ロ
チ
や
ク
チ
ナ
ハ
は

あ

る
が
、
そ
の
中
で
は
ヘ
ミ
が
も
っ
と
も
一
般
的
な
、
特
殊
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の

少
な
い
語
形
か
と
思
わ
れ
る
。
」
と
あ
り
、
上
代
に
お
い
て
は
、
蛇
を
「
ヘ
ビ
」

と
は
言
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
蛇
の
俗
字
と
し
て
弛
、
施
が
あ
る
。

　
以
上
の
こ

と
を
考
え
て
、
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
「
風
土
記
』
『
日
本
霊
異

記
』
の
中
に
あ
る
蛇
、
施
、
地
、
倍
美
、
久
知
奈
波
、
乎
呂
知
に
関
す
る
記
述

一 13一

．


